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令和５年 第４回（６月）志免町議会定例会一般質問通告書 

通 告 順 

番号 質問者 質問時間 件    名 要    旨 具 体 的 質 問 内 容 質問の相手 

１ 丸山 真智子 ３０分 

１．世利よしみ町長

の選挙公約と丸

山まちこの選挙

公約について。 

 

(１) 世利町長のスローガンは

「志免町の更なる飛躍

を！」、 

私のスローガンは「まちを

人を元気にするまちこで

す」。 

 

住民の方々との対話で得た

意見等も含めながら、その

公約を実現するために質問

します。 

 

①今回の町長選挙は無投票となった。公約がわかりづらい。

リーフレットには「志免町の更なる飛躍を！」住みやすい、

住んで良かったと思える志免町を！私は「実行」します、

とあるが、更なる飛躍をさせるために、この４年間で何を

どのようにしたいのか決意を伺いたい。 

ⅰ.１期目は、「対話と行動力で志免町に新風を！」だった

が、８年が過ぎ、果たして新風が吹いたのか？見解を聞

きたい。 

ⅱ.２期目は「誰もが輝き、子どもたちに未来を」住み続

けたいと実感できるまちへ、だったが、誰もが輝くよう

に具体的に何をされたのか。 

ⅲ.人事異動で課が代わった課長、昇格となった課長に、

町長を支える立場で課の運営方針を問う。 

  

②丸山まちこのスローガンは「まちを人を元気にするまちこ

です」。具体的に伺います。 

ⅰ.「まちを元気に」。１０年後、２０年後を見据えて長期

的な視点からの質問。 

  福岡市地下鉄空港線とＪＲ福北ゆたか線の接続につい

ては、県の基礎調査結果が出た。開業は早くて１９年後。

期成会の今後は？接続線のルートと志免町の立場は？

町益を目指した町長の考えを伺う。 

ⅱ.短期的な視点からは、町の魅力ｕｐ、情報発信が足り

ないのでは。 

よそ者、若者の地域おこし協力隊を採用したらどうか。

国の財政措置もあり、県の支援も手厚い。ミッションを

明確化した上で募集をすべきではないのか。 

ⅲ.「人を元気に」。高齢者の元気な町を目指して、社会参

加を促すために「高齢者社会参加ポイント制度」を導入

する考えはないのか。 

ⅳ.帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を求める意見があ

る。検討課題になっているのか。 

ⅴ.シーメイト内のレストランが閉店となっている。どう

するのか。健康的な食事の提供で、孤食の防止や交流の

場となる『コミュニティレストラン』または『カフェ＆

おとな食堂』の準備を進めたらどうか。 

ⅵ.「誰もが輝く」。福岡県手話言語条例が制定された。志

免町議会でも国に意見書を提出した（平成２６年９月）

こともあり、期待も大きい。その目的は？町としては、

当事者の声を聴き、生きた条例にすべきではないのか。 

 

町 長 

 

 

 

２ 小 森  弘 美 ３０分 

１．誰もが防災のエ

キスパートに。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 地域防災力強化のための

取組みについて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

災害はいつ起こるか分からない。災害発生時に地域住民が

どう対応するのかを決める「地域防災計画」の普及など防災

力の向上が求められる。志免町として、もしもに備える地域

防災力強化の取組みについて見解を伺う。 

①各地域に防災リーダーの育成が必要。町としての取組み

は。 

②町として「防災士」育成・推進を行っているか。 

現在の「防災士」の人数の掌握はできているか。 

③地域防災力向上の取り組みの一つとして「防災士」の資格

取得の奨励は行っているか。 

④町として、「防災士」に関する助成制度は設けているか。 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 
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２．アピアランスケ

アは心の支え。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．一人も孤独にさ

せない志免町

の実現へ。 

 

(２) 防災教育について。 

 

 

 

 

 

(１) アピアランスケアについ

て。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 円形脱毛症の方のウイッ

ク助成について。 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 町長と「町民井戸端会議」

の提案について。 

自然災害が激甚化・頻発化する中で、防災教育の必要性が

高まっている。 

①「防災教育」の意義は。 

②「防災教育」は学校現場でどう教えられているか。 

③「防災教育」の場に地域・保護者の関わりはあるか。 

 

志免町では、2022年 4月 1日より、がん患者及びがん経験

者のがん治療に伴う心理的負担を軽減するとともに、社会参

加を促進し、療養生活の質の向上を図るために、「アピアラ

ンスケア支援事業」を実施している。支援の現況と今後の取

組みについて町の見解を伺う。 

①「アピアランスケア支援事業」の周知はどのように行って

いるか。 

②利用者の人数は。 

③体調不良などで申請が困難な場合の対応は。 

 

厚労省は今月、円形脱毛症を患う患者の代表より、同病気

を巡って、国の難病指定などを求める約 1000 人の署名を受

け取った。がん患者同様、円形脱毛症の患者は治療が長期化

する場合ウイッグを使用する場合があるが、以下何点か町の

見解を伺う。 

①円形脱毛症の方の相談・助成の問い合わせはあるか。 

②今後、円形脱毛症の患者の方でウイッグの助成を行えない

か。 

 

「誰もが住みやすいまち志免町」の実現ためには、町民の

皆さまと一体となって町政に取り組んでいかねばならない。

そのためには、町民の声に耳を傾け、町長自らの思いを語っ

ていくことがとても大切だと考える。 

①町長自ら、子育てサークル・ＰＴＡ等子育て世代との意見

交換の場を持っているか。 

②町民の方の声に、より住みやすい志免町にしていけるヒン

トがあると考える。ひざ詰めの「町民井戸端会議」の開催

を定例化してみてはいかがか。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

３ 安河内 祐子 ３０分 

１．コミュニティ・

スクールの活

性化について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．防災に対する取

組みについて。 

 

(１)昨年度（初年度）の取組み

を生かした、今年度の目標

と取組みについて。 

 

 

(２)小学校と中学校、それぞれ

の取組みについて。 

 

(３)地域住民や保護者の方々へ

の活動の拡散について。 

 

 

 

 

 

 

(１)ハザードマップの有意義な

活用について。 

①昨年度は人と人をつなぐ第一歩として“明るいあいさつ”

が町全体に広まり、学校・家庭・地域がつながることを目

標とし、“あいさつ運動”に主に取り組んできたが、今年

度の目標と取組みについて尋ねる。 

 

①中学校でのコミュニティ・スクール推進活動について。 

②小学校でのコミュニティ・スクール推進活動について。 

 

①一部の委員、町内会関係者、学校だけでなく、コミュニテ

ィ・スクールについて、一般の地域住民の方々や、保護者

全体にこの活動を周知拡散し、日常生活の中に取り入れて

いく重要性を解りやすく説明する場が必要と考えるが。 

②地域集会が開催されなくなったが、学校と地域、地域と保

護者、保護者と学校が連携して、共有・協働していけるよ

うに、何か代替え案はお考えか。 

 

①自然災害や被害が何も起こっていない時は、町民も防災へ

の意識が薄れると予想されるが、学校では火災に対する避

難訓練以外に行われている防災訓練はあるか。 

②地域では、高齢世帯、独居世帯等を把握して、自然災害時

の避難について、行われている取組みはあるか。 

③学校や地域でハザードマップを有効利用した取組みは行

われているか。 

④コミュニティ・スクールとも連携して、自然災害時に生か

せるような取組みを考える必要性を感じる。 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 
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 “コミュニティ”活動の発展のために、今後の自然災害防

災教育を取り入れていくお考えは。 

４ 稲 永  隆 義 ３０分 

１．投票率の向上に

向けて。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．誰１人取り残さ

ない教育のため

に。 

 

 

 

 

 (１) 今回の町議会議員選挙の

投票率は 32.04％。回を追

うごとに低下している。志

免町は県内及び近隣町比較

でも最下位である。行政と

議会共に協力し、投票率低

下に歯止めをかけなければ

ならない。 

表１ 近隣町の投票率 

 

表４ 投票区別投票率（良い順） 

投票区 有権者数 投票率 

南区 5,383 41.85％ 

東区 6,407 36.77％ 

中央区 11,428 31.53％ 

西区 13,209 26.19％ 

 

 

 

 

 

(１) GIGA スクール構想のさら

なる推進を。 

 

町名 投票率 

志免町 32.04％ 

須惠町 36.94％ 

篠栗町 41.77％ 

新宮町 49.07％ 

①町長の現状認識を伺う。 

②教育長の現状認識を伺う。 

③令和 4年度の投票率向上のための啓発活動の内容を伺う。 

④令和 3年度の事務事業評価に、効率的・効果的な啓発方法

について検討の必要があると書いてあるが、結果を伺う。 

⑤これからの投票率向上のための啓発活動について伺う。 

⑥町長、教育長にこれからの取組みについて伺う。 

 

表２ 当日有権者数と投票率の推移 

年月日 有権者数 
男 

（％） 

女 

（％） 

投票率 

（％） 
町長選 

H23.4.24 33,578 40.54 44.13 42.43 無 

H27.4.26 34,672 43.89 48.80 46.48 有 

H31.4.21 35,865 39.70 43.98 41.95 有 

R05.4.23 36,427 30.08 33.81 32.04 無 

 

表３ 年代別投票率 

年齢 有権者数 
投票率 

（％） 
年齢 有権者数 

投票率 

（％） 

18.19 894 21.59 50～59 6,103 31.00 

20～29 3,870 15.16 60～69 4,522 43.10 

30～39 5,019 20.22 70～79 5,127 49.65 

40～49 7,326 27.30 80～ 3,566 39.96 

（表 1 は選挙ドットコムより、表 2～4 は志免町選挙管理委

員会資料より） 

 

①不登校児童生徒に対する学びの保障。 

 ⅰ.令和 4年度の不登校児童生徒数と前年比等を伺う。 

 ⅱ.不登校児童生徒へのリモート授業の実績を伺う。 

 ⅲ.不登校児童生徒へのリモート授業の実施方法を伺う。 

 ⅳ.不登校児童生徒へのリモート授業のキャパシティを伺       

  う。 

ⅴ.不登校児童生徒へのリモート授業のガイドラインの有

無を伺う（出席扱い等）。 

②学習に遅れがみられる児童生徒への対応。 

 ⅰ.AI が個人個人に応じた出題をし、学習に遅れがみられ

る児童生徒に対応するとのことだったが、実績とこれか

らの展望を伺う。 

③町長、教育長に誰１人取り残さない教育に対する所感を伺

う。 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長 

 

５ 岩 下  多 絵 ３０分 

１．健康寿命のまち

づくり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 第６次志免町総合計画、基

本目標３ 健やかでやさし

く支え合うまちより、健康

づくりの推進について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①人生 100年時代を見据え、第６次総合計画中の施策８「健

康づくりの推進」、特に８－１「町民の健康意識を高め、

健康管理・健康づくり活動を促進する」について町長の今

期における考えについて問う。 

②この 3年間新型コロナウイルス感染症防止対策のため自粛

生活が長期にわたった結果、特に高齢者への健康面の影響

が心配される。（コロナフレイル）健康づくりや、フレイ

ル予防対策等について問う。 

③町内会やシニアクラブ等、地域での活動も今年度は復活傾

向である。活発な活動を行えるように町の支援の拡充への

考えは。 

④今年度、健康管理や健康づくりに関するイベントの開催

は。 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                ４/４ 

２．だれもが生きや

すい町を目指し

て。 

 

(１) パートナーシップ宣誓制

度について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 性的マイノリティに関す

る差別防止と理解増進へ。 

 

自身の過去の一般質問（令和 4年 12月）より再度伺う。 

①わが町のホームページに令和 5年 4月 1日より「福岡県パ

ートナーシップ宣誓制度」について掲載が開始された。再

度、「パートナーシップ宣誓制度」とは。 

②町で受けられる行政サービスについて（関係各課に簡潔に

説明求む）。 

③町としての導入はないにしても、町としての意識は少し変

わったのか。 

④職員への研修等を行い、窓口対応等に備えているか。 

 

①5月 17日は「多様な性に Yesの日」であった。各地で「レ

インボープライド」というイベントが催され、福岡でも 11

月初旬に開催される。ニュースやメディアでも LGBT に関

する内容を取り上げることが増えている。社会へ間違った

情報が溢れないよう町からの発信が大事。町の見解は。 

 

町 長 

 

６ 牛 房  良 嗣 ３０分 

１．異次元の少子化

対策。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．シニアが活き活

きと暮らせる町

へ。 

 

(１) 少子化対策、町としてでき

ることは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) シニアに活躍の場を、安心

を。 

 

 

 令和５年３月定例会一般質問後の町の取組みについて、町

長の考えを伺う。 

①出産祝い金 町から５０万円の祝い金を。 

②２人以上の多子家庭への家賃補助を。 

③病児保育事業の確保について。 

④保育園でのおむつ処理事業。 

⑤不登校児童生徒の支援、指導者への手当てを。 

⑥小中学生徒への習い事支援（小学生月５千円、中学生月１

万円）。 

⑦町の大学奨学金制度の創設を。 

⑧外国人の日本語学校設立を。 

 

①シニアの就労支援。 

②補聴器、白内障手術、スマホ購入支援。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

７ 稻 永  義 美 ２０分 

１．町民生活を守る 

社会保障制度に

ついて。 

 

 

 

 

 

 

 

２．スポーツ施設 

スポーツ環境に

ついて。 

 

３．志免町の情報発

信や広報活動

について。 

        

(１) 加入義務がある 

「国民健康保険」並びに 

「国民年金」について。 

 

 

(２) 学生への教育体制につい

て。 

  ＊これからの加入対象者 

将来を担う中・高・大学生 

 

(１) 東地区社会体育館 

廃館後の町の方針につい

て。 

 

(１)志免町役場に関する広報活

動について。 

①国民健康保険の収納率は、何％か。 

②国民年金の収納率は、何％か。 

③また、それぞれの未納者への対応は如何されているか。 

 

 

①社会保障制度について、学びの機会は設けてあるか。 

②今後、学びの機会を設ける（増やす）考えはあるか。 

 （民間企業のライフプラン授業活用含め） 

 

 

①代替施設の計画・検討事項はあるか。 

 

 

 

①各課の紹介・職員の紹介を広報（広報しめまち等）行って

いるか。 

②今後、各課の紹介・職員の紹介を広報（広報しめまち等）

で行う、又は増やす考えはあるか。 

 

町 長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 


